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防衛・基地モニター岐阜基地研修

７月２２日、防衛・基地モニターの岐阜基地研修を行いました。
他基地研修は小牧基地との機能、任務の違いを理解してもらい、更なる航空自衛隊への理解を深めていた

だくために行っています。以下、モニターさんからの感想を紹介します。
「私自身、小牧基地以外の見学は初めてでした。各基地ごとの役割があり、それぞれが合わさって航空自

衛隊全体の活動が行われていることを実際に見聞きすることで、より航空自衛隊の全体像が理解できました。
今後も他基地の見学は有効だと思います。他を見ることで更に小牧基地の役割がよく分かるのではないかと
感じました。」
今後もモニター活動を通じて自衛隊及び小牧基地への理解を深めていただき、基地に対する意見や提言の

資となるよう計画していきたいと思います。

新着任空士集合訓練

７月１２日（金）から７月１９日（金）の間、小牧基地において新たに着任した２８名の空士隊員に対し
集合訓練を実施し、第１輸送航空隊の任務及び一部の所在部隊（救難教育隊、管制隊、気象隊及び機動衛生
隊）の任務を実地に体験させるとともに、同基地で勤務する同僚等との絆を深めさせることにより、じ後の
円滑な勤務環境の構築を図りました。
訓練内容は、①任務の説明・実地体験 ②小牧市の説明・外出教育 ③航空機体験搭乗 ④野外行動訓練

及びBBQ ⑤世話人（先輩隊員）との外来宿泊です。特に印象に残った訓練は２つあり、１つ目がK／C－
１３０Hによる体験搭乗です。地上では、多くの隊員が航空機に携わっており、参加者は自己に与えられた
職種の重要性を理解するとともに、初めて見るコクピットで勤務する先輩隊員の姿に感動を覚え、空自隊員
であることへの誇りを感じていました。２つ目は、気温３５度を超える猛暑の中、実施した野外行動訓練で
す。午前は、訓練者にコンパスと地図だけが与えられ、愛知県オリエンテーリング協会が主催している経路
（山あり谷あり約１０ｋｍ）に挑戦！昭和的な物品に当惑したのか、経路を間違えるハプニングが続出！時
間はかかったものの協力し合い全員が完歩しました。午後は、訓練場から勢いそのまま暑さに負けず基地ま
での約１４ｋｍを完歩し帰隊しました。基地では、多くの隊員が出迎え訓練者の健闘を称賛してくれました。
夕方には、隊司令、副司令、准曹士先任をはじめとして所属部隊の多くの隊員が参加し、基地BBQ場で歓迎
会を開催し、訓練への慰労と部隊配置の歓迎を祝いました。
最後に、被訓練者の所感文には「同期の絆が芽生えた。」「不安が払拭されました。」と記されており、

この成果は多くの隊員によるご支援・ご協力の賜物であると感謝しています。ありがとうございました。

准曹士先任交代式

新准曹士先任：木本准尉

「小牧山をご覧の皆様、この度令和６年８月１日付で第８代第１輸
送航空隊兼ねて小牧基地准曹士先任に上番しました木本准尉です。よ
ろしくお願いします。
第８代目ということもあり、末広がりで縁起も良く、横に倒すと

「∞」無限大。愛知県出身の私にとって、私を育ててくれたこの土地
で、愛着のある小牧基地で准曹士先任に指定されたことは大変誇りで
あり、無限大のやりがいを感じています。
地域の皆様による日頃からの小牧基地へのご理解とご協力、大変感

謝しております。今後とも小牧基地をよろしくお願い致します。」

ことを実感しました。これからも皆さんの得意を生かして第１輸送航空隊を支えてください。
私は今後府中基地にて１輸空隊を応援させていただきます。皆さんお体に気を付けて任務に邁進してください。

ありがとうございました。」

７月３１日（水）小牧基地体育館にて第１輸送航空隊准曹士先任交代式が執り行われました。

前准曹士先任：鵜飼准尉

「私は第１輸送航空隊准曹士先任を３年間務めさせていただきまし
た。
３年間務めることができましたのは各准曹士先任方をはじめ皆様の

協力のおかげと深く感謝しております。
私はこの３年間でいろいろな活動を行いましたが、その中で皆さん

に協力をお願いしたときは必ず誰かが協力してくれて助けてくれまし
た。
司令部、飛行群、整備補給群、基地業務群が、それぞれの得意を生

かして協力していただきこれまでどんな活動も行うことができました。
１輸空隊の隊員は幅広い能力を持つ頼りになる隊員がそろっている


